
悲
願
の
世
界
戦
優
勝

　
日
本
囲
碁
界
全
体
が
待
ち

望
ん
だ
世
界
一
の
栄
冠
を
持

ち
帰
っ
た
一
力
。
９
月
８
日

の
対
局
直
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
は
「
勝
て
て
ほ
っ
と
し

た
気
持
ち
と
嬉
し
い
気
持

ち
。（
棋
戦
全
体
を
振
り
返

っ
て
）
ど
の
碁
も
大
変
な
内

容
で
、
特
殊
な
ル
ー
ル
に
よ

る
時
間
と
の
勝
負
も
あ
り
ま

し
た
。
全
体
的
に
は
今
の
力

を
出
せ
た
と
思
い
ま
す
」
と

振
り
返
っ
た
。

　
決
勝
第
３
局
で
手
応
え
を

感
じ
た
の
は
、
総
譜
３
の

201
、
203
と
ツ
ケ
の
連
打
で
上

辺
の
白
陣
を
突
破
で
き
た
局

面
だ
と
い
う
。

陰
の
立
役
者

　
今
回
、
研
究
パ
ー
ト
ナ
ー

兼
通
訳
で
許
九
段
が
同
行
。

今
年
の
４
月
末
頃
に
声
が
か

か
り
、
通
訳
な
ど
の
仕
事
に

興
味
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
引

き
受
け
た
と
い
う
。「
初
め

て
の
通
訳
で
心
配
で
し
た

が
、
一
力
さ
ん
が
わ
か
り
や

す
く
話
し
て
く
れ
て
助
か
り

ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

　
研
究
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

の
役
割
に
つ
い
て
「
自
分
が

よ
く
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、

対
戦
相
手
な
ら
ど
う
打
つ
か

予
測
す
る
こ
と
」
と
い
う
。

例
え
ば
、
決
勝
で
あ
れ
ば
謝

九
段
が
、
局
面
毎
に
打
っ
て

く
る
可
能
性
が
高
い
手
段
を

示
す
と
い
っ
た
要
領
だ
。

　
ど
こ
で
ポ
イ
ン
ト
を
取
り

に
い
く
か
、作
戦
を
立
て
る
。

休
息
日
は
２
、
３
時
間
は
必

ず
行
っ
た
と
い
う
。
効
果
が

顕
著
に
表
れ
た
の
は
決
勝
第

１
局
。
前
日
に
研
究
し
た
形

と
ほ
ぼ
同
じ
進
行
と
な
っ

た
。

応
氏
杯
と
の
繋
が
り

　
一
力
が
世
界
を
意
識
し
た

の
は
、
当
時
11
歳
、
応
氏
杯

の
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
で
準
優
勝

し
た
時
だ
と
い
う
。「
決
勝

の
相
手
は
中
国
の
柯
潔
さ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
前
回
の
応

氏
杯
で
は
謝
科
さ
ん
に
ベ
ス

ト
４
で
敗
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
応
氏
杯
で
は
両
者
へ
リ

ベ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
で
臨
ん

で
い
た
」
と
一
力
が
大
会
へ

の
気
持
ち
を
語
っ
た
。

　
最
後
に
、
19
年
ぶ
り
の
日

本
勢
の
世
界
戦
優
勝
に
つ
い

て
「
優
勝
で
き
て
感
慨
深
い

思
い
が
あ
る
。
こ
れ
が
他
の

棋
士
や
若
手
に
良
い
刺
激
に

な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す

し
、
こ
の
機
会
に
囲
碁
を
始

め
る
方
が
少
し
で
も
増
え
て

く
れ
た
ら
嬉
し
い
」
と
語
っ

た
。

一力が３連勝で、19年ぶ一力が３連勝で、19年ぶ
りに日本勢の優勝を決めりに日本勢の優勝を決め
た。トロフィーを持ち「優た。トロフィーを持ち「優
勝を実感した」と語られた勝を実感した」と語られた
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第10回　応氏杯世界選手権

一
力
遼
九
段（
日
　本
）

劉
宇
航
七
段（
中
　国
）

許
嘉
陽
九
段（
中
　国
）

朴
廷
桓
九
段（
韓
　国
）

柯
　潔
九
段（
中
　国
）

申
旻
埈
九
段（
韓
　国
）

王
星
昊
九
段（
中
　国
）

申
眞
諝
九
段（
韓
　国
）

謝
　科
九
段（
中
　国
）

金
真
輝
七
段（
韓
　国
）

元
晟
溱
九
段（
韓
　国
）

李
軒
豪
九
段（
中
　国
）

許
皓
鋐
九
段（
中
華
台
北
）

彭
立
堯
八
段（
中
　国
）

李
欽
誠
九
段（
中
　国
）

廖
元
赫
九
段（
中
　国
）

許皓許嘉 柯一力

許皓一力

一力

柯

王 謝

謝

謝

一力

元 李

（３－０）

（２－０）（２－１）

許家元九段

サ
イ
ン
を
求
め
ら
れ
る
一
力

決
勝
第
３
局
の
対
局
風
景

〈第10回応氏杯世界選手権決勝五番勝負・第１局〉
黒　一力遼（日本）
白　謝

しゃ

　科
か

（中国）
〈総譜１〉娃—訓完、黒１目勝ち

〈第10回応氏杯世界選手権決勝五番勝負・第２局〉
黒　謝　科（中国）
白　一力遼（日本）

〈総譜２〉娃—吃完、白９目勝ち
感（148）柑（129）澗看各同簡（191）肝（148）貫（129）閑（152）韓（148）岸（129）贋（148）

〈第10回応氏杯世界選手権決勝五番勝負・第３局〉
黒　一力遼（日本）
白　謝　科（中国）

〈総譜３〉娃—汽完、黒中押し勝ち
貝（135）慨（144）

　
第
10
回
応
氏
杯
世
界
選
手
権
決
勝
五
番
勝
負
が
８
月
12
、
14
日
に
中
国
重

慶
「
重
慶
尼
依
格
羅
酒
店
」、
９
月
８
日
に
上
海
「
上
海
途
易
藍
呉
淞
口
邮

輪
港
酒
店
」
で
行
わ
れ
、
日
本
の
一
力
遼
九
段
が
中
国
の
謝
科
九
段
に
３
連

勝
し
、
２
０
０
５
年
Ｌ
Ｇ
杯
で
張
栩
九
段
が
優
勝
し
て
い
て
以
来
、
19
年
ぶ

り
に
日
本
勢
が
世
界
一
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
本
戦
１
、
２
回
戦
は
７
月
３
、
４
日
に
上
海
「
応
氏
大
厦
」、
準

決
勝
三
番
勝
負
は
７
月
６
日
か
ら
８
日
に
浙
江
省
寧
波
「
隠
居
慈
城
庭
院
公

館
」
で
行
わ
れ
た
。
全
て
の
日
程
で
、
許
家
元
九
段
が
同
行
し
た
。

応
氏
杯
世
界
選
手
権

応
氏
杯
世
界
選
手
権

（３）　２０２４年（令和６年）12月27日　金曜日　【特別版】 編集・発行／日本棋院

持
ち
時
間
　
各
３
時
間
30
分
、

使
い
切
る
と
35
分
を
２
目
コ
ミ

出
し
で
追
加
（
３
回
ま
で
）

規
定
　
応
氏
ル
ー
ル
、
コ
ミ
８

目
（
日
本
ル
ー
ル
の
７
目
半
に

相
当
）、
ジ
ゴ
黒
勝
ち

対
局
情
報

応
氏
杯
世
界
選
手
権

�
決
勝
三
番
勝
負

第
１
局
　
８
月
12
日

△
一
力
　
○
１
目
●
　
　
謝
科

※
黒
番
は
１
回
35
分
追
加

第
２
局
　
８
月
14
日

　
一
力
　
○
９
目
●
　
△
謝
科

※
白
番
は
２
回
35
分
追
加

第
３
局
　
９
月
８
日

△
一
力
　
○
中
押
●
　
　
謝
科

※
黒
番
は
２
回
、
白
番
は
１
回

35
分
を
追
加

�

３
勝
０
敗
で
一
力
が
優
勝

　
　
　
　
　

―
△
印
は
先
番

　
２
０
２
４
年
、
大
躍
進

を
遂
げ
た
日
本
碁
界
。
こ

れ
を
機
に
、
囲
碁
に
触
れ

て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。

　
今
回
オ
ス
ス
メ
す
る
の

は
「
囲
碁
で
あ
そ
ぼ
！
」

と
い
う
入
門
者
向
け
の
ア

プ
リ
。
日
本
全
国
を
旅
し

な
が
ら
、
基
本
の
ル
ー
ル

や
石
を
取
る
問
題
、
対
局

を
中
心
に
ス
テ
ー
ジ
を
進

め
な
が
ら
、
囲
碁
が
打
て

る
よ
う
に
な
る
構
成
だ
。

　
ア
プ
リ
内
に
広
告
が
な

く
、
無
料
で
始
め
ら
れ
る

の
で
、
一
度
プ
レ
イ
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

囲碁であそぼ！
アンドロイド版

囲碁であそぼ！
iOS版

「囲碁であそぼ！」のプレイ画面

「
囲
碁
で
あ
そ
ぼ
！
」で
始
め
て
み
よ
う

活（
20
）
茅（
159
）
勘

姦

感

柑
澗
各
同
艦（
44
）
岸（
69
） 

贋（
216
）
企
嬉
忌
棄
汽
規

輝
各
同
擬（
159
）
朽（
216
）

求（
155
）
灸（
154
）
球（
69
）

旧（
216
）
牛（
196
）
拒（
69
）

虚（
216
）
鋸（
151
）
享（
155
）

共（
154
）
叫
恐
況
蕎
驚
曲

各
同
粁（
291
）
僅（
155
）
欽

（
154
）
緊
金
句
駆
虞
串
掘

隈
鍬
各
同
訓（
154
）
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